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旨
臨海重・化学工業地区を有する C市の 30識から69歳の住民について昭和46年記，重工業業地
区のない地方都市の五霞科大学の20歳代の学生について昭和51年に，それぞれ千葉大式 BMRC
費隠票を用い， 呼吸器撞害有症程震について調査し， 喫煙をー要因として解析した前報4)と詞
じ材料をアレルギー素因の有無で同様に断面的分析を試みた。‘ 
C市住民において， アレルギー有素菌群では集毘講成群内の性差分布の差異を超えて， アレ
ルギー歴，すなわち，表現型としてのアレルギー素因が， 呼吸器障害有症程度に対する影響を
大きく表現することが明らかにされた。 
H匿科大学学生において， アレルギー歴は， C市住畏におけると同様に有訴程度に大きく影
響を及ぼすことがわかったが，参考にとどめた。 
C市住民のうち女性の有素因群を環境別に見ると， 工場地区中埋立地寄り住宅地豆宇農村地
豆>市街地区の}r震で脊症程度の差が見られた。同じく女性の無素因群では， 埋立地寄り生宅地
区を除いては， その起の地区揮に差がなく，読者は同地区内の有素因群のそれとほぼ一致する
有症状態を示し，これまでの考え方で説明することができない現象であーった。
前記の地区は高台上記位置し， 海岸の産業道路に隣接していたが， その道略上の移動発生源
からの窒素酸北物等の関与の有無については，現状ではデーターがなく，論議しなかった。
表現型としてのアレルギー素因の有無と関連しない有症状態に対し， 幼若期のミルク感作に
よる体質変更モルモットでの海底堆積物由来有機物質による非特異的呼吸器障害の発生実験に
基づいて推論したが， 隣接地豆との障に見られる著しい違いとそれらの距離的障りとの矛盾に
ついて合理的説明を得られず事実の報告にとどめた。 
Keywords: BMRC，千葉大式 BMRC質問票，アレルギー素罰，非特異的呼薮器樟害，堆積
物車号塵
略語一覧: BMまC: British 区edicalResearch Council. 
者の主観に基づく恋答結果から集団における非特異的慢
は乙めに 性閉塞性呼吸器疾患の有痘傾向を把握することを目的
BMRC質問票は，もともと任意描出標本の関診対象 としたものである。そのために， Fletcherらの始めの
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図 1，2. C事アレノレギー 宥素菌群，無素菌群jJ!J累積度数曲線 
Short Form1)においては， それらの主観による罷りに
対する鑑別機能を各種客観的検査の採用ととも記準備し
ていたので誌あるが， 1974年版1，2)では前者が誌とんど
誌かれてしまった。
われわれは，誤報4)で千葉大式 BMRC費障票による
評点評倍法5)により，少数・非任意抽出併のような集団
において，多要因関与のによって非特異的であるところ
の有症状態を，喫煙というー要因が障害要菌として独立
した意義をもち得るか否かという断面的分析を試み，従
来任意抽出標本で明らかにされたものと質的に同意義の
結果を得て，報告した。このことは，疫学的調査に Fl・ 
etcher らの提示した調査法および、その後の変法を患実
記遥舟することが著しく困難にな担つつある現在，この
ような非在意抽出謀本による集団の俣向を評点の累積度
数曲線型の比較によって把握する方法が，従来の断面的
分析の方法と質的に母ぼ同様な結果を得られるものとし
て応用できることを護認したものと言えよう。
ここで更に，われわれは，アレルギー歴を中心として 函 3. C甫調査市荷住宅地亙区分図および年平
前報と同じ材料について断面的分析を試みたところ，海
均嵐速jJ!J風配函(昭和44年)
岸埋立地に接した住宅地に特殊な呼吸器障害有症状態を った。
見出し，それらの由来を検討したので報告する。
調査成績 
材料および方法 
1. C市住民語査対象者の環境髭比較
1. 謁査票:千葉大式 BMまC質需票5) 前報4)において， 喫患者についてはたばこ補正むを行
2. 語査対象および調査時期:前報4)と同じ (C市住 った後，その也の要医はすべてそのまま包含して，環境
畏836告，昭和46年 :H医群大学学生147名，昭和51年〉 部に評点の累積度数曲線を国示〈前報の国 1)し，線型比
3. 誤査方法:前報心と詞じ 較をした。それによれば，工場(後背)地底・事街(居
4. まとめ方:前報4)と再じく本昔、講産めの記載に従 住)地区の低評点群(軽度有訴者)は，農村(畑作・犀
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芸地替の岩生)地区のそれに比しある程度有症程度が高
く，それ以上の評点群では 3地区に差を見出し得なかっ
た。上述の低評点群で見られたような線型のi韮かな差
は，関与要因の分布を異にした集盟関の差を緩型比較を
もって観察する本法において辻意味づけることが国難で
あり，事実の報告にとどめた。 
2. C市住民におけるアレルギー有棄民群および無素
菌群の環境別比較 
a. アレルギー素因および性差の呼穀器障害有痘程度
に及ぼす影響〈図 1，2) 
アレルギー素因の有無を一要因として，也のすべての
要因を包含したままの有症状態、を見ると，明らかにアレ
ルギー素因を有するものに線型の抵下が見られ，有症程
度が高い(図 1)。女性群についてのみ観察しでも(図 
2)，比較線型に本質的な差をもたらさない。すなわち，
アレルギ一存素医群立おいて泣集毘構成群内の性差を超
えて，アレルギー歴が呼鼓器管に対しそれ自体障害要震
として影響を及ぼすものとも言えよう。 
b. 海岸部生宅地における特殊な呼鼓器障害有症状態
9) .，3(図 
調査阜市街地医のうち海岸部生宅地に岩住する小売
に，アレルギー症と思われる皮膚炎が，特に夏季に，也
の住宅地よりも多いようである，という助言を皮膚科医
師 Cc大名誉教授〉より与えられた。
そこで，調査した市街地区を，密 3のごとく，海岸線
にほぼ並行して敷設されている国鉄を境として海岸寄予
をA地区，市荷中心部寄PをB，C地豆とした。それぞ
れの地区における調査対象数誌， A地区160名〈男20，女 
140)，B地区180名(男33，女147)，C地区85名(男20，
女65)で、あった。
上述のC大名誉教授の助言が講岸部住宅地ということ
で、あったのに基づいて， A地区を，国鉄よ予更に海岸寄
予に局地IKのほぼ中央を匡鉄に並行して敷設されている
私鉄 (K電鉄)を実に，海岸埋立地寄りを Al地区，国
鉄よりを A2地区に分けた。それらの地匿における調査
対象数は， Al地区86名(男 13，女73)，A2地亙74名
(男 7，女§わで、あった。
前報4)で，喫煙をー要因として整理した時， 集団講成
群内で性差の占める誤合が異なった場合にも，本方式の
累積度数曲隷型の比較の際に本質的な差異がもたらされ
ないことを報告した。本報でも，前述の臨し 2で，ア
レルギー歴が，前者同様に集匡構成群内の性差を超えて
呼吸器管に対しそれ自体障害要因として影響を及ぼすも
の記会り誇るのを示したところである。従って，後述の
論議を単純化する意味で女性のみで表示することにし
た。ただし，五医科大学学生君事では，女性が極端に少な
いために男女合計で示すこととしたため，参考データー
としてのみ取扱うものとした。 
A，B，Cの3地区で，すべての要因を包含したまま
の有症状態を図示〈函4)すると，産差でほぼ胃一程度
と言える。しかし， A地区を 2分した Al，A2で比較し
てみるとく図 5)，Alの線型が低下，んのそれは上昇
して， A地区の線型はこれら両隷型のほぼ中間に合成さ
れていた。すなわち，埋立地寄りの Al地区における呼
吸器障害の有症状態は，国鉄寄りの A2地区に比べ明ら
かに高率であることを示すものと言える。
図 2に示した女性のアレルギー有素菌群，無素因群を
それぞれ， Al地豆を除く市街地区， Al地区，工場地
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区，農村地区と環境別に分けて観察した。
アレルギー有素菌群(図的においては，工場地区宇 
Al地区今農村〈細作・園芸〉地区>市街地区のj震であ
るが，この市街地区との差は意味づけは難かしい。
アレルギー無素医群(密 7)では， Al地区を除くと，
抵評点群で軍備地区，工場地区，農村地区の顕で僅差が
見られるが，それ以上の評点群では差がなく，このよう
な産差は意味づけが国難である。しかし， Al地区の銭
型は図 6に示された詞地区の有素因群のそれと同様であ
ることが認められよう。
一般には，アレルギー素因はそれ自体呼吸器官に影響
をもたらし得る要因となっており，密 6，7に示した結
函 7. (然素因群)
。市街地区(人地区を除く}
(女189名〉
-工場地区(女125名〉
メ農村地区(女 92名) 
AA， 地区(女 54名} 
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果を環境別毎に見ても図し 2に示されたものと異なる
ものではなく，たとえば工場地区をと予あげてみても民
様に表現されている〈函 8)。
これに反し， Al地匿を関じようにとり出してみた場
合(図的， アレルギー有素菌群と無素図書草とに差がな
い。読者の標本数が佐群に比べ少数であることを考意し
ても， Al地区の窟住者集団における呼吸器障害有症状
襲は，通常のものとは言い難い特殊な現象と言わざるを
得ない。 
3. H医科大学学生におけるアレルギー有素菌群およ
び無素菌群の比較〈函 10，11) 
E医科大学学生での謂査或績を，前報4)での検討結
累
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図工2. 1毎岸埋立地より見たん地区(〆~)
果を踏まえ，調査時期を異にした 2集自の合計(図10)
および集団別(国11)で検討した。そのいずれにおいて
も有素菌群に明らかに有訴程震が高く，上述のん地区
を除く C市住民で得られた成讃の意味するものと賓的に
全く向乙である。集fiJjIJで有素菌群が少数であるにもか
かわらず比較線型に本質的な差がないことは，上述の
ん地区を検討する上で， 標本が男女合許集団ではある
が参考資料となろう。
論 議
第2次大戦後，京誤地区の米軍人やその家族の詣で，
秋から冬にしばしば端息が異常に発生し， m横浜鳴息詰
と呼ばれた7-10)。これは， スモッグの刺讃性成分?こ加え
て，タバコの喫窪習讃が大きな因子として関与し，更に
アレルギ一体質や呼鼓器疾患の既往歴が関連するものと
考えられた。新議生まれの定住者，東京，横浜地豆生ま
れの定住者および、地方より東京・横浜への転入者を従業
者とする某石油工場(新潟地区および京浜地区〉男註従
業員を主とする石矯らの研究においても，漫性気管支炎
ないし晴息と関連のある自覚症状の出現率iこ対する提進
要因として，喫煙習慣とアレルギー素函の関与が大きい
ことが報告された11)0 
B立RC質需譲査から得られるものは非持異的であ予
多要盟関与による有症状態ではあるが， 書官報4)で千葉大
方式による喫煙をー要因とする断面的分析から，上述の
諸論文等と同じく，喫煙それ自{本が呼鼓器宮に強い影響
性をもっ要因であることを報告した。同様に，アレルギ
ー歴〈素菌〉の有無で整理した結果，アレルギーの既往
璽(すなわち，表現聖としてのアレルギー素医)を有す
る場合，上述諸論文等と同じく，呼吸器障害有症程震に
対する影響が大きく表現されることを見てきた。
しかし， C市の海岸埋立地寄りの，元来埋立地造成以
前は半農半漁の漁業者の煩地で、あった，仮?こ A1埠区と
名づぜた地区の居住者では，医師からアレルギーと指摘
された経験を有するか否かという，いわゆるアレルギー
素因の有無と関連しない有症状態が存在するという従来
の考え方では説明し得ない現象が見出された(図的。
窒素酸化物泣呼吸器(特に下部〉に毒性を有するとい
う12引〉。とすれば，言動車交通量の多い産業道路に接す
るん地区においては，移動発生源による窒素酸化物の
影響が懸念されるところである。しかし，図12に示すよ
うに，その地形的特徴(高台〉からすると， A1地区と 
A2地区との現象の差異を， その抵地部を通遅する移動
発生課からの窒素駿化物等による影響の差で説明し得る
であろうか。
ここで， 春日らの学童の健農に及ぼす passivesm-
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okingの影響に関する研究16)で，主要幹線道路から100m
以内の喫煙者のいる家庭では，学童の非特異的疾患有議
率に影響が及んでお予， 101m以上ではそれが認められ
ず， Non-smoke誌の家庭においては， 自動車排ガスの
影響が認められなかったという報告は，今後考怠する必
要があろう。
上記の調査成績等および、前述の地形的特徴からして，
高台にイ立量する Al，A2地区の現象の差に対し， 産業
道路上の移動発生源に由来する窒素酸北物の量的差異の
関与の存無について，現状ではデーターが不足であるの
で論議しない。
匿3に示した年平均底速別愚配図ほ昭和44年17ー めのも
のである。その後の資料17-Tー の中に年平均の記載がなく
ー資料のみの記載となったが，ほぼ年間を通じ緑色の進
んでいない埋立地を越えて吹きつける海底は，埋立に用
いられた海底推積物等の務塵をも運んで、くることにな
る。
幼若期のミノレク感作による体質変更モルモットにおけ
る海農堆積物由来有機物糞による非特異的呼鼓器疾患の
誘発は実験的に確認したお叫〉。これらの実験的事実を考
書、すると， Al地区における特殊な呼吸器障害有症現象
は，表現型としてアレルギー無素圏者の中に潜在的体実
変更者が含まれておるためと誰定しても差支えないよう
に考える。とすれば，アレルギー有素因者のアレルギー
歴に上記条件が加えられることになろう。
五塁科大学学生の集団別〔図11)で有素因者が少数で
あるにもかかわらず比較線型に質的な差が無かったとい
うことを参考としてもなお， Alの宥素因者数が女 19
名，無素因者数が女54名という対象標本数の差異に留意
して， 2集団の曲線型の一致(図的を量的に結論づけ
るのは避け，実験的誰定にとどめる。
上述の Al.A2両地区間の著しい差異とそれらの箆難
的な頭りについての矛盾について，前述の実験18・20)での
体実変更のための前感作〈ミルク〉に相当する居住地に
由来する前感作の存在の有無記ついて何らかのよ歩合理
的に説明し得る飽の要因が存在するのかも知れないこと
を付言して置かねばなるまい。
吾，b.結 富岡 
1. 前報4)と同種材料のC市住民およびH医科大学学
生について，千葉大式 BMRC質問票による寵査から得
られた成績を，アレルギー素因の有無により非特異的呼
吸器障害有痘程度の薪面的分析を行って比較検討した。 
2. C市住民において，アレルギー有素因群では集冨
講成群内の性差を超えてナレルギー歴〈表現型としての
アレルギー素因)が，呼吸器官記対しそれ自体障害要因
として影響を及ぼすことを確かめた。 
3. 前報4)および上記成績から， C市住民については
女性群についてのみ解析したが，豆医科大学学生につい
ては女性群が極培に少ないため男女合計で解析し，費的
には前者と間接の或績を得たが，条件の違いから後者は
参考資料としてのみ取扱った。 
4. C甫住民のアレルギー有素菌群では，工場地亙宇
埋立地寄予住宅地豆宇農村地区>市詩壇匿〈埋立地寄予
を除く)の}I買で有痘程変の差が見られた。しかし，後者
との差についての意味づけが難かしく，事実についての
み報告した。 
5. 同アレルギー無素医群では，埋立地寄り住宅地区
区を除いて，也の地区間に誌とんど差がなかったが，前
者では問題区の有素医者群とほぼ一致する脊症状態を示
した。 
6. 従来の考え方で辻説明し得ない，表現型としての
アレルギー素因の有無と関連しない有症状慈の存在に対
し，幼若期のミルク感作による体質変更モルモットでの
海憲議積物由来有機物質による非持異的呼鼓器障害発生
実験の結果に基づいて推論した。しかし，隣接地区との
簡に見られる著しい差異とそれらの路離的語りとの矛虐
について合理的な説明を見出せず，事実の報告にとどめ
た。 
7. 上記の替殊な現象と自動車排出ガス，特に窒素酸
化物との関連については，現状ではデータ}がなく解析
できなかった。
寵 古事
本論文泣，1'T内藤千葉大学名誉教授の御懇篤tJ.御勃言
と文字通りの観l激励得鞭撞によるものと言って過言で
ない。診療終了後の暗夜，実験用埋立堆穣物採取のため
梅一緒してI買いた御姿を思い浮かべ，蓬かに心からの感
誌を諺げるものである。
本論文の要吉の一部は，第47田E本禽生学会総会，昭
和52年 4月，東京で発表した。 
Summary 
As reported previously，the prevalence states 
of the respiratory disorders were investigated 
with the BMRC questionnaire in the formula of 
Chiba University in the cityfolk of “C" City 
in 1971 whe主eare the big littoral，heavy chemical 
industries and in the students of “耳目 主edical 
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School in 1976，locating in the provincial city 
where the heavy industries are not there. 
In the cityfolk of “C" City，the allergic 
constitution as the pheno-type manifested the 
serious in丑uenceson the prevalence states，surpas-
sing the玄atioof sex in the subject groups. 
In the students of the medical school，the just 
similar results to those of the above cityfolk 
were obtained about the relationship between the 
allergic constitution and the p主evalencestates， 
but it was remained as the data for the主eference. 
The female group in the cityfolk of “C" 
City was the subject for the analysis in this 
主eport. The di宜erencesin the prevalence states 
in the allergic group were nearly equal among 
the industrial area，urban residential one near 
the littoral reclaimed ground，and rural area. 
The prevalence states in the allergic group among 
the above-mentioned three areas，however，were 
larger than that of the urban residential area 
except for the one near the reclaimed ground. 
In the non-allergic group，no difference was 
observed among all of the above areas except 
for the one near the littoral rec1aimed ground， 
where the p主evalence states of the respirato主y 
disorders between the allergic and non-al1ergic 
groups were almost the same. These phenomena 
observed are quite speci五cand just dif五cultto 
interpret on the basis of the informations obta-
ined so far. This area locates on the hills，as 
similar as other urban residential areas，but the 
road for the industrial conveyance lies adjacent 
to the precipices which were previously the 
bluffs before the rec1amation of the foreshore. 
The participation of the nitrogen oxides and 
others from the cars on this road was not discus-
sed simply because the data about those subs-
tances on this area were not enough to do 80. 
The speculation was shortly done about the 
above-mentioned prevalence 8tates which were 
not related to the constitutions，allergic or non-
allergic，on the basis of the results of the 
experiments with the milk-sensitized guinea-pigs. 
They were inoculated in the trachea with the 
organics extracted from the sea bottom sediments， 
and were then suffered from the obstructive 
diseases of the air way. 
The reasonable interpretation about the contra-
dictoriness between the distance and the striking 
di宣erencesof the prevalence states was not found 
between the area above-mentioned and the one 
contiguous there. Therefore，only the facts obta-
ined were reported herein. 
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